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研 究 内 容 ●「理」を見る力，「理」を解く力の芽を育む生活科の授業開発と評価（代表） 

ものの理を追究する力の育成と小学校低学年の生活科で育てる学びの芽との関係について考究してい

る． そのための「問い」は，具体的な体験や活動を主軸とする生活科の学習において，「理」を見

る力，「理」を解く力の芽をいかに育むことができるかである． 

 

●探究と課題解決・デザイン活動を融合したSTEAM教育カリキュラムの構築と評価（分担） 

探究と課題解決・デザイン活動を融合したSTEAM教育カリキュラムの考案，ならびに，STEAM教育教材

の開発を手掛け，DBR（Design Based Research）による実践授業と評価を実施している． 

考案するSTEAM教育カリキュラムは，幼稚園，小学校，中学校，高校，高等専門学校，大学を対象と

し，教科横断型でかつ文理融合的に統合した学びのフレームワークである．「探究型」の学びである

理数系（理学系） 科目，「課題解決型」の学びである技術・情報系（工学部系） 科目，「デザイン

型」の学びであるアート・ものづくり系（芸術系） 科目を融合し， STEAM教育プログラムの事例を

作成する． 
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